
セブン＆アイ・ホールディングス

「7-Eleven」 グローバルブランドの価値向上を目指す

7-Eleven International LLC

デニーズ
アプリ会員

約160
万人

LｏFｔ
アプリ会員

約220
万人

７ｉＤ顧客データ
７ｉＤ会員

万人
約2,800

セブン-イレブン
アプリ会員

約2,000
万人

イトーヨーカドー
アプリ会員

約270
万人

　1927年、アメリカ・テキサス州にある小さな町、オー

ククリフ。家庭に電気冷蔵庫がない時代、生活に欠か

せない冷蔵庫用角氷を販売していたサウスランド・アイ

ス社から始まったセブン-イレブンは、今や小売業で世

界最多となる83,579店舗へと拡大しており、地域に

不可欠な生活インフラとして高いブランドイメージを築

いています。

　こうしたブランド価値を世界市場へ広げていくため

に、セブン-イレブン・ジャパンは2021年、北米でライ

センシー事業を進める7-Eleven, Inc.とともに、既存

展開国の支援、新規展開国への進出などを統括する

7-Eleven International LLCを設立。“規模の拡大

は質の向上によってもたらされる”というグループの哲

学を堅持しながら日米それぞれの強みを最大限に活用

したグローバル展開を進めています（P36）。

　当社グループは、2018年にグループ共通会員基盤、

「７ｉＤ」を導入し、お客様への新たな体験価値の提供

を目指してさまざまな施策を実施しています。2023年

2月末現在、会員数はグループ各社合計で2,800万人

に達しており、７ｉＤを通じてセブン-イレブンアプリの

ユーザーにイトーヨーカドーのネットスーパーを、また

スーパーマーケットのお客様に７ＮＯＷ（P32）をご紹

介するなど、お客様のことをより深く理解しながら、お

客様一人ひとりに最適な商品・サービスを提案、提供

しています。

　今後は、７ｉＤのプラットフォームを活用してリテー

ルメディア事業を展開していくほか、小売・金融が一体

となったサービスや、「食」のビジネスへのデータ活用

などを強化していく計画です。

小売業で世界最多、83,579店舗が発揮する
高いブランド力を活かして世界市場へ。

約2,800万人の会員を有する「７ｉＤ」を軸に
グループのさまざまなサービスをシームレスに提供。

セブン-イレブン・ジャパン

エリアライセンシー
との連携 人財交流 SDGs IT・デジタル 共同調達

共同商品開発

7-Eleven, Inc.

ヨーロッパ

店舗
409

アジア・オセアニア

店舗
46,368

日本

店舗
21,402

北米

店舗
15,400

世界18の国と地域

83,579
店舗

※ 日本国内の店舗数は2023年2月末時点です。　
※ 日本以外の店舗数は2022年12月末時点です。

※ 2023年2月末現在

●バリューチェーン　●ネットワーク
●商品開発力

●商標・ブランド管理 ●契約管理
●デジタル技術の活用

※

※

強み 強み

7-Elevenブランド デジタル化への取り組み
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